熱中症対策普及事業及び研修に係る計画書例


１　団体等の概要
	住所または所在地
	佐野市○○町○番地

	名称
	株式会社○○

	担当者
(所属・氏名・連絡先)
	所属：○○○
氏名：○○　〇〇
連絡先：☓☓☓☓（☓☓）☓☓☓☓


２　事業内容実施要領に記載した事業内容について具体的な内容を記載
事業形態に
合わせて
記載

	目的
	佐野市の熱中症対策の普及方針に基づき、関係機関と連携しながら啓発活動を展開し、地域社会における熱中症予防の向上と実践の促進を図ることを目的とする。

	対象
	[bookmark: _Hlk235177886]・当団体が佐野市内で取引を行っている事業所及び住民
・当団体が佐野市内で運営する事業所の利用者及び訪問　事業の対象者

	事業内容
	(１)　熱中症対策に関する啓発及び広報を行うこと。
・当団体が佐野市内で運営する事業所における利用者　への窓口対応時及び訪問事業対象者の訪問時に、熱中症対策に関するチラシ等を配付する。
・日頃の活動時に熱中症対策の声かけを実施する。
(２)　熱中症対策に係る相談への対応及び必要な助言を　行うこと。
・日頃の活動時における、熱中症対策係る相談への対応　及び必要な助言を行う。
・○○イベントの際に、熱中症対策啓発のブースを設置し、相談対応及び助言を行う。

	期間
	事業の実施期間は、熱中症警戒アラート等の運用期間（毎年４月第４水曜日から１０月第４水曜日まで）を基本とする。


３　研修
	目的
	事業の実施に当たり知り得た個人に関する情報の適切な　取扱い及び事業を適正かつ確実に実施することを目的と　する。

	対象
	事業に従事する全職員

	内容
	(１)個人の情報に関する適切な取扱いに関する研修
(２)熱中症対策に関する研修

	実施時期
	毎年度１回程度、啓発活動を開始する前に実施する。



